
令和４年度働き方改革校内推進者養成研修 

「教職員の働き方改革挑戦校」 
 

県教育委員会では平成 30 年度に「教職員の働き方改革プラン」を定め、長時間勤務の是正、ワー

ク・ライフ・バランスの適正化に取り組んでいるところです。 

今年度、学校の働き方改革をさらに加速させるために、県内から「働き方改革挑戦校」を募集し、

先生の幸せ研究所所長 澤田 真由美 先生の支援・助言を受けながら、校内の働き方改革の推進

を図るとともに、働き方改革において地域の中核となるリーダー教職員の育成をめざす研修に取り

組んでいます。挑戦校は、小学校５校、中学校５校、県立高校４校、特別支援学校１校の計 15 校で

す。第１回研修を迎える前にオンラインでの座談会を行い、参加者同士で働き方改革について順調

に進んでいることや困っていることなどを中心に情報交流を行いました。 

研修は全５回ありますが、第１回から第４回までの研修の概要や様子をお伝えします。 

 

 

 

【第１回研修】９月 13 日（火） 島根県教育センター 

☆研修の概要 

 《前半：講義・演習など》10:00～12:00 

   １．澤田所長の自己紹介、事業紹介 

   ２．働き方改革の目的やアプローチの仕方 

   ３．各学校の取組紹介等 

《後半：協議・ワークショップなど》13:00～17:00 

   ４．役立つ思考法「クリティカルシンキング」 

   ５．ワークショップ「時間予算ワークショップ」 

   ６．実現シートの作成・共有 

   ７．まとめ 

（松江一中：勝部主任作成の研修メモ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ☆研修の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研修を通して校内担当者とビジョンを共

有しながらじっくりと話し合いができてよ

かった。そのビジョンや手段について、グ

ループでの交流や澤田先生のお話を通じ

て、深めたり実現性の高いものにしたりす

ることができてよかった。 

 いずれの学校種・学校でも教員の働き方

はまだ解決されていない課題であり、学校

の実状によってアプローチは様々であると

感じた。また、改革の余地や見通し可能な

部分がまだまだあると再認識した。 

 他の学校の困りごとやそれに対する改善

方法など、自分の視点とは違う考え方に触

れて、刺激とやる気をいただきました。 

 澤田所長がとても元気で、気持ちよく研

修ができました。本校の一歩が動き出すプ

ランができました。 

 働き方改革をするためには、全校で対話

することが大切だと改めて感じた。目的意

識を共有して、ざっくばらんに話をして、

１つでも「やってよかった」と思えること

を実現していきたい。 

 推進リーダーとして、プランをもって行

動することの大切さを学ぶことができまし

た。自分自身の幸せとみんなの幸せのため

に「まずやってみよう」のスタンスでやっ

ていきたいと思います。 

 働き方改革が一校のみに留まらず、一校

の職員の転勤や本日のような研修、そし

て、挑戦校の取組を通して全県に広がって

いき、島根が働き方改革先進県になり、教

師を志す若い人材が一人でも増えていって

ほしいです。 

 プロジェクトをスタートしたところで、

次どのようにもっていくか悩んでいたが、

ワークショップのヒントをいただいたの

で、進めていけそう。 

 とにかくやってみる。タイミングを見計

らっている間に時は進む。 

レッツ・チャレンジ！ 



【第２回研修】10 月 12 日（水） オンライン研修 

 ☆研修の概要 

  《前半：情報共有》10:00～12:30 

   １．前回の振り返り 

２．進捗共有（第１回研修からの動きなど） 

   ３．実践交流（校種別） 

   ４．情報共有システムを使った現状シートの作成 → 全体共有 

     ①よかったこと、続けたいこと、感謝したい人 

     ②いまいちなこと、課題、改善したいこと 

  《後半：業務改善ワーク》13:30～16:00 

   ５．「目的を出し尽くすワーク」（情報共有システムを使用） 

      →バイアスによって縛られている業務の目的や手段を問い直し、より上位の目的へと

アップデートすることにより、今ある業務を精査する。 

   ６．情報共有システムを使った実現シートの作成 

   ７．まとめ 

   ８．事務連絡（個別相談等について） 

 

☆「目的を出し尽くすワーク」のワークテーマと情報共有システムの画像 

    黄色付箋：関連する情報を出し切る 

桃色付箋：何のためにやっているのか 

水色付箋：何のためにやっていないのか 

 

 小学校班：ノートへのコメントについて 児童のノートへのコメントは何のため？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 



中学校Ａ班：生活ノートについて 生活ノートを書くは何のため？ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校Ｂ班：生活ノートについて 生活ノートを書くは何のため？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

中学校Ａ班 

中学校Ｂ班 



 高校班：地域との連携について 地域と連携を図るのは何のため？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第３回研修】11 月９日（水） オンライン研修 

 ☆研修の概要 

  《前半：情報共有・個別相談》10:00～12:30 

   １．前回の振り返り 

２．自校の取組の振り返り  

→ 校種別で共有 

   ３．今後の計画立案（アクションシート） 

→ 案をもとに個別相談（各校 30分程度） 

       ※個別相談の裏で情報共有 

  《後半：個別相談・事例紹介など》13:30～16:00 

   ４．個別相談の続き 

     ※個別相談の裏で情報共有 

   ５．事例紹介（保護者連携など） 

   ６．本日の振り返り 

   ７．まとめ（トリセツシートやモチベーショングラフなど） 

   ８．事務連絡（報告会の作成資料について） 

 

 ☆アクションシートの一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第４回研修】12 月７日（水） オンライン研修 

 ☆研修の概要 

  《前半：報告会の資料作成とブラッシュアップ》10:00～12:30 

   １．アイスブレイク 

２．報告会の概要及びフォーマットの説明 

   ３．資料作成（個人作業） 

   ４．ペアでのブラッシュアップタイム 

  《後半：個別相談・個人作業等》13:30～16:00 

   ５．個別相談 

      ※個別相談の裏で個人作業及び発表練習 

   ６．まとめ（報告会に向けて） 

   ７．本日の振り返り 

 

 ☆参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終回の第５回研修の内容は、挑戦校の実践や成果の報告会がメインになります。 

報告会には、島根県内の公立学校教職員・学校関係者にも参加を募ります。 

挑戦校の実践が島根県全体へ広がっていくことを期待しています。 

 

第５回研修：令和５年１月 18 日（水）13：10～15：35 オンライン開催 

 さまざまな取り組みを聞かせていただき

参考になりました。視点を教えてもらいま

した。やっぱり、対話が大事ですね。 

 あっという間に今日の時間が経ちまし

た。発表用の資料を作成しながら、今まで

の取組をふり返ることが出来ました。最後

の研修の際のイメージがもてました。各学

校の取組を紹介してもらい、活力をもらい

ました。ありがとうございました。 

 発表のブラッシュアップができました。

ありがとうございました。また、他校の取

組も知ることができて大変参考になりまし

た。 

 単に勤務時間を減らすためではなく、よ

り高い目標に向けての働き方改革でなけれ

ばならないと再認識しました。 

 他校の取組も参考にしながら、報告会ま

でに話したいことを整理しておきたいと思

います。 

この研修に出るたびに意欲が高まります。 

 発表の練習を見せていただいて、とても

参考になりました。発表のイメージがわき

ました。ありがとうございました。 

 メインメッセージがしっかり伝わるよう

に、対話を大切にしながら準備を進めてい

きたいと思いました！ 

 行った活動がメインに挙げた目標に近づ

けたか、というところが大切だと思いまし

た。 

 個別相談で、率直な悩みを聞いていただ

き、ありがとうございました。参考になり

ました。 

 他の学校の具体的な取組を様々知ること

ができ、参考になりました！ありがとうご

ざいました。 


